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マルクスの書簡について

編集委員会

福井孝治先生(前大阪市立大学学長，大正11年京大経済学部牢，昭和21-22干京犬

経済学部講師) から御寄贈し、ただし、たこの書簡が， はじめて印刷されたのは，

Marx/Engels Gesamtausgabe， 3 Abt.， Bd. 4，1931，55.553-54 (書簡番号1538)

であり，ぞの脚Itには「この書簡の原文は京都帝国大学経済学部にある」と記

されている。これは福井先生の文末と符節が合う。改造社版『マノレグス=ェy

rノレス全集』第25巻， 1932， 166-67ベータの邦訳は，上記 MEGA版をテキ見

トとした，現在までの唯一の邦訳である。 この書簡は Marx-Engels-Werke，

Bd. 35， 1967， 55. 85-86 (書簡番号42)にも載せられている。大月書屑版の邦訳

がすすめば，訳出されるはずである。書簡原文と MEGA，Werke両版を対照

すると Werke版のほうがやや忠実のようであるが，意味上の相遣を生じる

ほどのちがし、はない。 Werke版には編者注がつけられている。K. Map町:K

ql. tf)HreJIbC C凹沼HeHIDI，2-oe 田 ，11.， T. 35， 1964， CTp. 69-70にロジア詰訳があ

る。つぎに試訳をかかげる。

マノレグメ、I!'らグレ ト・ヤー，ウスのニ~:/ゲソレスへ

〔フレッドJ"君

北ホテノレ， ローザソヌ

1882年 8月24円

昨日ディジ『 γからローザンヌへ向かった。雨が降って，冷え気味であった。

雨のなかを夜9時にローザンヌに着いた。ボーイに対するぼくの最初の質問，

ここではいつから雨なのか。答，ちょうど 2日前から天気がくずれました(そ

1) フレッドは梢されていて読めない。
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うするとぼくがパリ壱発ヮた日からだ)。おか1しなことだ!

わたくしたちは今日は，落ちつく先を探すためにずヴェ， モジトノレ -"":2)を見

てまわった。そのうちにローザyヌへ留置き郵便壱書こう。はやしいくらか

の追加の軍資金壱受けとって，いつ，ゼこへでも自由に行付るようになれれば，

うれしい。宛名はカーノレ・マルク見ではなく. Charles Marx 博士だ。

ロγゲはぼくの出発の Hまでいた。つまりこういうことなのだ。 r資本論』

の翻訳者の，あのあわれなロアは，ぽくが昔 2度アノレジャントヮイュめに滞在し

ていたとき，ぼくに会わせてやるというロ Y ゲの口約束をえていた。だがロ V ゲ

はいつも，し川、機会を見つけられなかフた。そして今度，ロジゲがまたまたロ

7との会見の話壱持ち出したとき，最近 4週間のあいだ，かれの自由にことを

まかせ止。ところがEうだ 1 ちょう Eぽ〈が出発する当日 荷物がつくっ

たり， ドゥノレラ γ医師"1こ別れの訪問をしたり， イェ yェーとまだたくさん話

さねばなら担その日に一一一ロ γゲは， ぼく1こ予告もせずに， バリヘ行き， ロ

アをアノレジャ γ トゥイュへ昼食(1時)に連れてきた。つめたい北東の風が吹

きすさんでいた。そして，あわれなロアと庭でお義理の会話をしなければなら

なかったために，ぼくは風邪をひいてしまった。ロンゲのおかげだ。

話は変わるが，パリからドイツのたく古んのプノレジョワ新聞にネタを送って

いる，あるドイツ人の通信記者が，おそろしく節重に，ぼくにつぎのような手

紙をよこしてきた。自分は社会民主主義者ではないし，ましてその系統の新聞

の通信員ではありませんが， ドイツの「社会」のあらゆる方面で，貴下の健康

状態についての公式の報道が待たれていることを，貴下に知っていただくこと

を必要と愚考する次第であります。つきましては，アルジャントゥイユでイン

ターずィユをお願いしたく云々と。

もちろん，ぼくはこんなおベっか使いの新聞屋には，返事を出さなかった。

2) とにもジュネ ヴ湖畔にある。
3) バリ却外にあるn マルクスは1881年7月26日 8月16日 1882年2丹9日 16日の 2Jjf.ここ
に滞在した。

4) アルジャソトゥイュのフランス人医師 1881-82年にマルクス左その家柱壱診ていたn



130 (452) 第 102巻第5号

皆さんによろし〈。

モーノレ

肢が出なくなったら早速，老ベッカーめとずロプレウ^キーめをジュネーずに

訪ねるつもりだ。

司住 申 市

この書簡には，最晩年のマノレク月の寂審と気骨が惨み出ている。マノレグスは

前年すなわち 1881年の 12月に愛妻を癌で亡くし，かれ自身の健康もたいへん

わるかった。 1882年，かれは健康の依復を求めて旅に問た。 6月 8日から日月

22目には， アノレジャ Y トゥイユの女婿るノャノレノレ・ロ:/，;-'(1839-1903，長女イ s

γ ューの夫)のもとに， 身を寄せた。 そして次女のラウヲ・ラフアノレグを伴っ

て戸ーザ y ヌヘ旅し， そとからエ Yゲノレスに出したのが， この書簡である。

かれはとのあと，書簡にあるようにベッカー壱訪問，ヴヴェにラウラ・ラファ

ノレグと滞在して，すこし〈健康を恢復した。マノレグ月は， ロ:/，;-'をプノレード y

主義者だとして，信用していなかったのであるが，かれの「資本論』の仏訳者

ロアに対する不気嫌， ドイツ人の新開通信員に対する侮蔑には，マノレグスの一

面があらわれている。マノレグスは翌年 1月長女(ロ γゲの妻)の死にあい，かれ

自身 3月 14日に逝去した。 マルクスが妻を喪ってからの最後の 1年は「緩

慢な死であったJ(メーリ γ グ〉といわれる。『資本論」の仕事はもはや続けら

れていない。それでもかれは，病気の聞を縫って p ，/，ア関係文献，寄贈され

た経済学書，物理学・数学などに関心壱しめした形跡がある。ドイツ，フヲ y

R をはじめ，ヨーロッパの社会主義運動は，東天紅を迎えつつあヮた時である

が，マノレグスの家庭には濃いタ闘が迫っていた。 (田中真晴記)

5) 国際労働者協会の重要人物 (1809-1886)，月刊誌..Vorbote"の編集発行人。

6) ポーヲソドの革命的民主主義者(1836-1908)，閏際労働者協会の総務番員でもあ勺たe




